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1 ．はじめに

　平成 20 年の学習指導要領改訂により中学 1，2
年生における武道領域の学習が必修化となり，平
成 24 年度より完全実施されてから 10 年が経過し
た．そして，平成 29 年には学習指導要領が新た
に改訂され，令和 3年度に中学校で完全実施され
た．本研究では，武道必修化により示された課題
や実践報告をまとめ，今後の武道領域を学習する
上で検討すべき課題について示すこととした．

2 ．武道必修化の背景

1）教育基本法の改正
　教育基本法は平成 18 年に制定以降初めて改正
され，教育の目標に「伝統や文化に関する教育の
充実」が新たに示された．これを受けて，中央教
育審議会答申（2008）では，伝統や文化について
の理解を深め，尊重する態度を身に付けることが
重要」とし，保健体育科では武道領域において固
有の伝統や文化に関する指導内容が示された 1）．
体育科の武道領域として武道の特性を捉えた上で
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要　　旨

　平成 20 年に学習指導要領が改訂され，武道学習が必修化となってから約 10 年が経過した．本研究は，
武道必修化による課題から実践報告や研究成果をうけて，今後の武道領域における研究課題を示すこと
を目的とした．武道必修化によって，特に柔道では，安全面や指導力，技能に関する課題が多く挙げら
れている．この課題より柔道の基本的な動きである受け身の指導法や安全性を配慮した授業展開例が示
されている．武道領域は小学校で実施されていないことから，中学校第 1学年の生徒のほとんどが初学
習者であり，技能獲得の側面から捉えると発達段階の特性より小学校における武道の学習が必要である
と考える．このことから校種や領域を跨いだ学習プログラムを示すための教材開発を進め，体系的な学
習課程の構成を検討していく必要性がある．
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の，心身の健康の保持増進する学習内容の展開が
必要となる．

2 ）発達段階を踏まえた学習の体系化
　同答申（2008）は「体育分野については，小学
校高学年からの接続及び発達の段階のまとまりを
踏まえ，体育分野として示していた目標及び内容
を，『第 1学年及び第 2学年』と『第 3学年』に
分けて示すこととする．」と示した 1）．発達段階
を踏まえて，小学校第 5学年から中学校第 2学年
の時期をひとまとまりとし，この時期は「多くの
領域の学習を経験する時期」とされ 2），武道を含
むすべての領域が必修となった．

3 ．保健体育科としての武道

　「武道は，武士道の伝統に由来する日本で体系
化された武技の修錬による心技一如の運動文化
で，心技体を一体として鍛え，人格を磨き，道徳
心を高め，礼節を尊重する態度を養う，人間形成
の道であり，柔道，剣道，弓道，相撲，空手道，
合気道，少林寺拳法，なぎなた，銃剣道の総称を
言う」とされている 3）．一方，保健体育科の目標
は「心と体を一体として捉え，生涯にわたって心
身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを
実現するための資質・能力を育成することを目指
す」としている 2）．武道の特性である心技体を一

体として鍛えることは保健体育科の目標にも示さ
れている心と体を一体として捉えるための運動領
域として適していると考える（図 2）．
　武道は，武道固有のものの見方，考え方がある
とし，他のスポーツとは異なるとされている 4）．
相手を尊重する態度を形に表す礼法を重要視し，
相手は敵味方という対立的なものではなく，互い
が目指す目標は道を極めることであるとされてい
る 4）．つまり，武道領域は自己課題を掲げ，その
課題解決のために他者との攻防を通して，技能獲
得や体力を高めるだけでなく，その過程を通して
人間形成をしていくことができ，他の領域とは異
なった学習効果が期待できる．しかし，武道を行っ
ていく上で多くの課題が挙げられているため，本
研究では，武道領域の中でも特に実施率の高い柔
道学習 5）において焦点を当て，武道必修化によ
る課題からどのような取り組みが行われてきたの
かをまとめ，今後の課題を示すこととする．

4 ．武道領域における柔道学習の課題

　現場教員は武道の授業を展開する上での課題と
して，柔道では「施設・設備」「安全」「指導方
法・指導力」「技能・技術」を挙げている 6）．安
全面では，柔道の部活動における死亡事故の件数
が多いことから，柔道の活動における事故が危惧
され 7），教員だけでなく，初めて柔道学習を行う
中学 1年生の保護者も柔道授業の危険性への不安
を感じている 8）．武道の学習の中でも中学校の柔
道の実施率は 64.5％と最も高く 5），安全性の確保
が課題となる．
　事故発生要因として部活動の柔道では「受け身
の未熟や技の失敗，自らが相手の変化する技や体
裁きに対応できない，他の練習者や周囲の衝突」，
体育の柔道では「初めて柔道を行う生徒が大多数
であり，受け身につながる安全な倒れ方が身につ
いていないこと」「体力・技能・学習意欲の異な
る生徒が一緒に学習するということ」が挙げられ

図 1　発達段階を踏まえた学年のまとまり

小学校第 1学年から第 4学年 小学校第 5学年から中学校第 2学年 中学校第 3学年以降

各種の運動の基準を培う時期 多くの領域の学習を経験する時期
卒業後も運動やスポーツに多様な形で
関わることができるようにする時期

図 2　保健体育科の目標と武道の理念
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ている 9）．部活動と体育の授業では，目標や活動
形態が異なることから，部活動と体育授業の安全
対策はそれぞれに考えることが適切である10）．体
育授業としては，生徒の実態に配慮した段階的指
導および体格や運動能力の違いへの配慮が必要と
される 9）．
　安全性の確保という点において，受け身の技能
獲得はたいへん重要である．受け身は頭部および
胴体の保護をすることができ，身体に加わる衝撃
圧は受け身の有無によって大きく異なり，受け身
を行うことによって衝撃を緩衝できることが明ら
かとなっている11−14）．後ろ受け身では，各関節と
首の緊張とリラックスのコントロール15）や強く
畳を叩くことで衝撃を緩衝できるとされ16），受け
身の技能獲得によって身を守ることができる．受
け身の学習の効果から17），受け身の具体的な指導
方法の工夫や単元の構成について実践報告されて
いる18−23）．初学習者である中学 1年生において受
け身や体さばきといった基本的な動きの技能獲得
に時間を多く配分することは重要であるが，年間
の学習課程の中で武道の時間数は平均して 8.7 時
間程度 5）と十分な時間数を確保することが難し
く，受け身の技能獲得という面から考える安全性
の確保は十分でない現状がみられる．

5 ．安全性を確保した柔道授業の展開

　安全性を確保した柔道授業として，「形」に焦
点をあてた授業展開24, 25）が示されている．「形」
はあらかじめ動作が約束され，予測することがで
きることから動作が未熟であっても安全に行うこ
とができる．また，規範とされる動作であること
から技を効率的に理解でき，初学習者でも「形」
学習を通して安全に柔道の学習ができるとされ
る．一方，動作技のきっかけづくり26）の展開例
では，「釣り手の使い方 → 相手の動かし方 → 足技
を活用した連絡技」の順序で学習をしていくこと
で「崩し」「つくり」「かけ」が一体となり，自由
練習（乱取）において相手の抵抗を避け，スムー
ズに技をかけることができ，相手との攻防につな
げることができるとされる．導入では，受け身単
独の学習ではなく，取と受を決め，約束練習の中
で投げられた時の受身練習を行い，低い位置から

徐々に高い位置での投げ技と段階的に学習を展開
していき，この段階的な学習を通して安全性を確
保し，予測ができない場面でも相手の動きの変化
に対応した試合形式の攻防ができることを示して
いる．
　さらに，技能・技術獲得に重点を置くのではな
く，武道領域のみで学習できる内容として武道の
特性である所作礼法を重視した展開 4）が示され，
投げっぱなしではなく，相手への気遣いや尊重す
る心を養うことに重きを置くことから，けがのリ
スクが低く，安全性を確保して武道の学習ができ
ることを示している．
　武道は他の領域とは異なる種目であるが保健体
育科の中の一領域である．野津ら27）は保健体育
科の学習としてそれぞれの領域における種目がで
きるようになることが目的ではなく，何を学ばせ
るのかが重要であることが示され，教育の観点で
ある思考力，判断力，表現力等の部分において，
生徒自らが追求し，考えるという主体性を生かす
展開例を示している．また，有山ら28）も基本的
な動きの獲得の過程の中で自国文化の理解や気付
きを促す「発見型柔道学習の構造」の展開を示し，
柔道を教えるのではなく，柔道を通して目指す資
質能力を身に付けさせる学習展開をしている．
　これらの報告は武道の特性，保健体育の特性を
捉えており，安全性を確保しつつ保健体育科の柔
道として学習効果が期待できる．しかし，現状の
時間数の中で，これらの学習展開から技能の習得，
武道の特性である礼法や道徳心を高め，相手を尊
重する態度といった資質能力を身に付けさせるこ
とは困難であると考える．

6 ．体系的な学習カリキュラム構成の必要性

　黒澤ら29）は現在の武道領域のカリキュラム構
成には指導内容と時間数の間には大きな隔たりが
あるとともに，系統的な学習がなされていないと
いう点について大きな課題があると述べている．
学習指導要領の改訂のポイントとして「何ができ
るようになるのか（育成を目指す資質・能力）」
「何を学ぶか（教科等を学ぶ意義と，教科等間・
学校段階間のつながりを踏まえた教育課程の育
成）」が示されていることから 2），それぞれ段階
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で目指す資質能力を示し，体系的な学習課程を築
く必要がある．教科等間・学校段階間のつながり
がポイントとなることから武道領域において体系
的な学習カリキュラム構成の提案が必要であると
考える．
　図 3で示すように他の領域では，小学校・中学
校と系統的なカリキュラムが形成され，各段階に
おいて目標を示し，段階的な学習構成がなされて
いるが 2, 30），武道領域のみにおいては小学校か
らの積み重ねがなく，中学第 1学年で初めて学習
する領域となっている．中学校第 3学年において
は，球技と武道から一つ選択することが示されて
おり，ともに獲得できる能力として状況に応じた
スキルの獲得がねらいとされている31）．サッカー
やバレーボールといった球技はチームでの攻防を
通しての学習，柔道や剣道，相撲といった武道は
1対 1 での攻防を通した学習である．ともに相手
の動きに応じて判断し，自分の身体をコントロー
ルする能力が必要とされる．自分の身体をコント
ロールする能力は発達の特性より，小学校低学年
の多様な動きを獲得する時期や小学校高学年の
ゴールデンエイジの時期に技能獲得を行うことが
適している．球技においては系統的な学習カリ
キュラムが構成されていることから，武道におい
ても球技と同様に小学校課程を含む系統的な学習
カリキュラムを構成する必要があると考える．小
学校低学年における実践で，柔道の「受け身」の
要素を取り入れ，転倒時にも安全に対処できるよ
うな体の使い方の学習を中心とした学習が報告さ
れており，小学校低学年でも柔道の動きを取り入
れた実践が可能であることが示されている32）．ま

た，曽我部ら33）は初学習者が楽しく安全に柔道
を実施できるような授業を展開するために，幼児・
児童を対象としたコーディネーション・トレーニ
ングを参考に段階的指導プログラムの開発を試み
ている．コーディネーション・トレーニングとは
幼児期において獲得しておきたい基本的な動きで
ある「体のバランスをとる動き」「体を移動する
動き」「用具などを操作する動き」 34）が獲得され
た上で，これらの能力を組み合わせて状況に応じ
た適切な運動を行える能力を示す．相手に対する
力の加減や，転倒時にも安全に身を守ることがで
きるとも述べおり，幼児期，小学校低学年期から
楽しく安全な柔道への取り組みから技能獲得が可
能であることを示している．
　永木ら35）は体ほぐし運動は，自己や他者の身
体への気づき，体の調整，他者・仲間との交流を
理念とし，柔道の理念である自他共栄，精力善用
と共通する理念であることから体ほぐし運動の教
材として柔道を取り入れられることを示してい
る．小学校において，柔道を誰でもが行える優し
い運動としてえびや逆えびといった寝技の基本的
な動きにつながる運動を簡易的なあそび感覚で取
り入れられる展開から「じゅうどうあそび」の提
案をしている．この展開例は畳，柔道着が必要で
あることから，飯島ら36）は畳や柔道着を用いず
に行えるゲームや遊び要素を取り入れた教材開発
から，自分の身を守ることや中学校へのスムーズ
な接続のため，小学校第 6学年における体ほぐし
運動の学習の中で，「じゅうどうあそび」として
より簡単に柔道の動きを取り入れ，動きを獲得で
きる実践成果を示している．

図 3　小学校・中学校における体育科および体育分野の内容の系統的カリキュラム構成

小学校 中学校

1年 2年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年

各種の運動の基礎を培う時期 多くの領域の学習を経験する時期
卒業後も運動やスポーツ
に多様な形で関わること
ができるようにする時期

体つくりの運動遊び 体つくり運動 A　体つくり運動
器械・器具を使って
の運動遊び 器械運動 B　器械運動

B，C，D，Gから
①以上選択走・跳の運動遊び 走・跳の運動 陸上運動 C　陸上競技

水遊び 水泳運動 D　水泳
ゲーム ボール運動 E　球技

E，Fから①以上選択
F　武道

表現リズム遊び 表現運動 G　ダンス B，C，D，Gから
①以上選択

保健 H　体育理論
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　これらの報告より小学校においても柔道の動き
を簡易的な運動として取り入れ，柔道の基本的な
動きを身に付けられることから，小中における系
統的な学習カリキュラムの構成も可能であると考
える．小学校で柔道学習を取り入れることで，中
学校では安全性を確保した攻防を通しての発展的
な学習の展開が可能となり，武道領域において目
指す資質能力を身に付けることができるようにな
るだろう．
　また，中学校の学習課程の中で領域を連結させ
た単元計画の実践報告が示されている 37）．マッ
トの単元後に柔道の単元を連結して行うことで，
転がる感覚や逆さ感覚，倒れることに抵抗感を減
らし，心理的にスムーズに取り組みやすくなった
ことから，他領域との複合的な単元計画における
学習成果が示されている．
　以上のことから，小学校における武道を取り入
れた教材開発と中学校における武道と他の領域の
複合的な単元計画を踏まえた教材開発を進めてい
く必要があり，その成果を積み重ね，体系的な学
習カリキュラムの構成の提案につなげていく必要
があると考える．

7 ．おわりに

　本研究において保健体育科としての武道領域，
特に柔道学習においての現状からみえた今後の研
究課題について示した．特に，安全性の確保では，
基本的な動きの獲得の必要性から教科間・学校段
階間とのつながりを踏まえた体系的な学習プログ
ラムの開発が直近の研究課題である．中学校第 1
学年でのスムーズな武道の学習への移行を踏まえ
て，武道領域における段階的な学習のため，小中
の校種や領域・教科を跨いだ体系的なカリキュラ
ム構成の必要性を示した．
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